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（2）令和７年９月　　第８６号 甲府市農業委員会だより

　 令和 6 年 10 月 1 日農業委員会執行部役員 6 名により、 農地法第 38 条に基づく、 農業行政施策

に関する意見書を、 樋口雄一市長へ提出しました。

次ページが意見書の内容と甲府市からの回答

令和7年度 甲府市農業行政施策の提出

　 農業委員会では、 毎月１回、 定例総会を開催し農地に関わる各種申請や

届け出による許可決定を行っています。

 【定例総会で決定・許可された案件】（令和６年４月～令和７年３月） 

耕作目的の売買 ・賃貸 （３条許可） ３８ 件 ４４，８４８．３９ ㎡

市街化調整区域内の転用 （４条・５条許可） ６９ 件 ６５，０９１．０８ ㎡

市街化区域内の転用 （４条・５条届出） １２３ 件 ６９，５２２．２０ ㎡

利用権の設定

新　　　規 １０５ 件 １６３，４６５．２８ ㎡

再 設 定 ２１４ 件 ３６１，９０９．４９ ㎡

解　　　約 ４０ 件 ５９，９０９．５８ ㎡

相 続 税 の 納 税 猶 予 ２ 件 １３，６２４．００ ㎡

令和６年度 農業委員会活動報告



（3） 甲府市農業委員会だより 令和７年９月　　第８６号

農
業
委
員
会
に
お
い
て
、
令

和
６
年
10
月
１
日
、
市
に
提
出

し
た
農
業
行
政
施
策
に
関
す
る

意
見
書
の
回
答

１
．
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

︻
意
見
書
︼

有
害
鳥
獣
に
係
る
具
体
的
な

鳥
獣
対
策
を
講
じ
る
際
に
は
行

政
と
地
域
ぐ
る
み
で
、
活
動
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
提
言
す

る
。

︻
市
の
回
答
︼

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
「
甲
府
市
鳥
獣
被
害
防

止
計
画
」
に
基
づ
き
、
被
害
状

況
に
応
じ
柔
軟
な
対
応
を
す
る

と
と
も
に
、
被
害
情
報
を
も
と

に
、
被
害
発
生
地
点
分
布
地
図

を
作
成
す
る
な
ど
、
今
ま
で
以

上
に
実
態
把
握
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
鳥
獣
害
防
止
対
策

集
落
リ
ー
ダ
ー
と
連
携
し
、
地

域
に
寄
り
添
っ
た
対
策
が
講
じ

ら
れ
る
よ
う
、
地
域
ぐ
る
み
の

対
策
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
の
協

力
を
得
な
が
ら
調
査
研
究
し
て

ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
中
道
南
地
区
土
地
改

良
事
業
に
お
い
て
も
、
鳥
獣
被

害
の
発
生
状
況
を
は
じ
め
地
域

の
実
態
や
意
向
を
十
分
把
握
す

る
中
で
、
効
果
的
か
つ
効
率
的

な
鳥
獣
害
防
止
柵
が
整
備
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
農
業
セ
ン
タ
ー
の
農
機
具

の
貸
出
に
つ
い
て

︻
意
見
書
︼

ト
ラ
ク
タ
ー
の
貸
出
に
お
い
て

は
、
農
地
ま
で
運
搬
し
て
い
た
だ

け
る
体
制
を
確
立
し
て
も
ら
い

た
い
。
危
険
を
伴
う
ト
ラ
ク
タ
ー

の
運
搬
に
つ
い
て
は
例
外
、
あ
る

い
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク

運
搬
を
委
託
し
た
際
に
要
し
た

費
用
の
補
助
制
度
の
構
築
を
要

望
す
る
。

︻
市
の
回
答
︼

　

こ
の
貸
出
制
度
の
目
的
に
つ
い

て
は
、
既
存
の
農
業
経
営
者
や

新
規
就
農
者
の
経
営
開
始
か
ら

定
着
に
至
る
過
程
で
の
労
働
力

の
軽
減
等
の
支
援
が
主
な
も
の

で
あ
り
、
農
業
を
体
現
し
て
い

く
た
め
に
支
援
す
る
事
業
で
あ

り
ま
す
。
本
制
度
で
は
、
農
業

者
の
方
に
も
一
部
の
自
己
負
担

や
責
任
が
発
生
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
お
り

「機
械
の
運
搬
は
借

り
る
人
」
に
お
願
い
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
何
と
ぞ
ご
理

解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

な
お
、
最
も
危
険
な
機
械
の

積
み
下
ろ
し
作
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
怪
我
や
事
故
の
無
い
よ
う
、

随
時
安
全
研
修
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

３
．
地
域
農
業
の
多
様
な
担

い
手
の
育
成
の
充
実
に

つ
い
て

︻
意
見
書
︼

①
「
プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
ー
」
認
定
者

に
よ
る
、
営
農
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

体
験
談
な
ど
を
踏
ま
え
た
意

見
交
換
会
が
で
き
る
よ
う
な

『セ
ミ
ナ
ー
』
の
実
施
。

②
農
作
物
の
栽
培
技
術
の
習
得

を
は
じ
め
、
ブ
ド
ウ
棚
の
設

置
や
修
復
、
用
排
水
路
等
の

補
修
な
ど
、
土
木
技
術
が
習

得
で
き
る
研
修
の
開
催
。

︻
市
の
回
答
︼

①
セ
ミ
ナ
ー
や
意
見
交
換
会
の

実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、
プ
ロ

フ
ァ
ー
マ
ー
の
皆
様
の
ご
協
力

を
得
る
中
で
、
体
験
が
本
市

農
業
経
営
者
の
一
助
と
な
る

べ
く
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
ブ
ド
ウ
棚
の
設
置
や
用
排
水

路
の
補
修
な
ど
、
農
業
用
施

設
に
係
る
土
木
技
術
の
習
得

に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
機

関
と
協
議
し
、
対
応
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

４
．
公
図
が
無
い
地
域
に
お
け

る
地
図
の
作
成
に
つ
い
て

︻
意
見
書
︼

市
内
に
お
い
て
公
図
が
無
い
地

域
に
お
い
て
、
農
地
を
借
り
た
い

と
考
え
て
い
る
新
規
就
農
者
な

ど
の
方
は
、
農
地
の
売
買
や
貸

借
の
権
利
移
動
等
の
設
定
が
で

き
な
い
た
め
、
農
業
委
員
会
の

諸
活
動
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
。こ

れ
ら
の
地
域
の
持
続
可
能

な
産
地
の
形
成
を
図
る
た
め
早

期
に
地
図
が
備
え
付
け
ら
れ
る

よ
う
、
各
関
係
機
関
等
と
協
議

し
て
地
図
を
作
成
す
る
こ
と
を

提
言
す
る
。

︻
市
の
回
答
︼

公
図
が
無
い
地
域
の
解
消
に

つ
き
ま
し
て
は
、
利
害
関
係
者

の
合
意
と
併
せ
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
や
抱
え
る
課
題
等
を
整
理
し
、

実
施
可
能
性
に
つ
い
て
関
係
機

関
と
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
ま

す
。

５
．
取
水
堰
の
整
備
に
つ
い
て

︻
意
見
書
︼

山
城
地
域
の
農
地
に
用
水
を

引
く
た
め
に
は
、
平
等
川
か
ら

増
坪
堰
に
人
力
に
よ
り
堰
板
を

入
れ
、
取
水
し
て
い
る
が
、
こ
の

際
農
家
が
命
綱
を
頼
り
に
川
に

入
り
、
足
場
も
悪
く
非
常
に
危

険
な
状
態
に
あ
る
。

つ
い
て
は
、
河
川
の
水
位
調

整
で
き
る
可
動
堰
の
設
置
な
ど
、

安
全
な
取
水
作
業
が
で
き
る
対

策
を
提
言
す
る
。

︻
市
の
回
答
︼

取
水
作
業
や
水
位
調
整
が
容

易
に
で
き
る
堰
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
も
踏

ま
え
、
県
や
地
元
水
利
組
合
と

協
議
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的

に
作
業
従
事
者
の
安
全
が
確
保

で
き
る
対
策
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
地

域
と
の
連
携
に
よ
る
適
切
な
維

持
管
理
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

甲
府
市
へ
の

甲
府
市
へ
の

意
見
書
に

意
見
書
に

対
す
る
回
答

対
す
る
回
答

令和７年度



（4）令和７年９月　　第８６号 甲府市農業委員会だより

農
作
業
中
の
事
故
が
増
加

し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
農
作
業
用
機
械
に

よ
る
事
故
は
、
死
亡
に
繋
が

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、
農
作

業
の
前
に
、
必
ず
安
全
チ
ェ
ッ

ク
を
励
行
し
、
作
業
中
は
、

「焦
ら
ず
、
急
が
ず
、
慎
重
に
」

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

市
内
の
農
地
を
耕
作
す
る

方
に
対
し
、
農
業
用
機
械
の

貸
出
を
有
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
種
類
に
つ
い
て
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

耕
耘
機

：

ト
ラ
ク
タ
ー
、
乗

用
管
理
機
、
管
理
機

除
草
機

：

刈
払
機
、
乗
用
モ

ア
、
ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア

そ
の
他

：

乗
用
田
植
機
、
バ

イ
ン
ダ
ー
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
、

ワ
ラ
カ
ッ
タ
ー
、
自
走
チ
ッ

パ
、
動
力
噴
霧
器

（消
毒
用
）
、

肥
料
散
布
機
、
マ
ル
チ
張
り

機
な
ど

な
お
、
事
前
予
約
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
就
農
支

援
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。地

産
地
消
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
本
市
農
林
業
の
振

興
を
図
る
た
め
、
第
50
回
甲

府
市
農
林
業
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す
。

○
旬
の
野
菜
、
特
用
林
産
物
、

花
・
緑
花
木
の
販
売

○
中
道
・
上
九
一
色
の
特
産

品
、
甲
州
地
ど
り
、
甲
州

信
玄
豚
、
静
岡
県
牧
之
原

の
海
産
物
の
販
売

○
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
「
は
た

ら
く
車
展
示
コ
ー
ナ
ー
」

○
体
験
コ
ー
ナ
ー
「木
工
細
工
」

○
相
談
ブ
ー
ス
「半
農
半
×
相

談
」
、
「
栽
培
管
理
技
術
相

談
」
、
「健
康
相
談
」
ほ
か

●
日
時

10
月
25
日

（土
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
会
場

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

※
「
第
35
回
甲
府
大
好
き
ま

つ
り
」
、
「
第
４
回
こ
う
ふ
女

性
達
で
創
る
マ
ル
シ
ェ
」
と

同
時
開
催
と
な
り
ま
す
。

支
払
っ
た
保
険
料
が
全
額

控
除
の
対
象
に
な
り
、
受
給

は
一
生
涯
で
す
。

加
入
に
は
、
次
の
３
つ
の
条

件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で
す
。

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者

（た
だ
し
、
60
歳
以
上
は
、

国
民
年
金
の
任
意
加
入
被

保
険
者
）
の
方

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

事
し
て
い
る
方

③
65
歳
未
満
の
方

詳
細
は
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
窓

口
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務

局
へ
。

９
月
１
日
か
ら
市
内
の
全

農
地
を
対
象
に
現
地
調
査
を

行
い
ま
す
。

各
地
域
の
調
査
員
に
よ
る
、

農
地
へ
の
立
入
や
聞
き
取
り

調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

相
続
等
に
よ
り
農
地
の
権

利
を
取
得
し
た
方
は
、
農
地

の
所
在
す
る
農
業
委
員
会
に

届
出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
の
貸
借
や
証
明
書
の

発
行
に
必
要
と
な
る
情
報
の

更
新
の
た
め
、
毎
年
、
農
地

台
帳
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

11
月
の
上
旬
に
調
査
票
が

届
い
た
方
は
、
現
在
の
状
況

を
ご
記
入
の
う
え
、
指
定
の

期
日
ま
で
に
返
送
を
お
願
い

し
ま
す
。

市
内
に
は
雑
草
や
雑
木
が

繁
茂
し
て
い
る
農
地
が
あ
り
、

周
辺
の
農
地
や
住
民
の
方
々

に
大
変
ご
迷
惑
が
か
か
り
ま

す
。
除
草
な
ど
農
地
の
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
除
草
が
困
難
な
場

合
は
、
除
草
作
業
等
を
行
う

団
体
も
あ
り
ま
す
の
で
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

公
益
財
団
法
人

甲
府
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

甲
府
市
相
生
２-

17-

１

　
　
☎
（２
４
１
）
５
６
１
６

農 政 情 報 コ ー ナ ー

農
作
業
の

事
故
防
止
に
つ
い
て

農
業
用
機
械
の

貸
出
に
つ
い
て

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
地
利
用
状
況
調
査
を

実
施
し
ま
す

相
続
等
に
よ
る

農
地
取
得
の
届
出

農
地
台
帳
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

農
地
の
管
理
は
所
有
者

又
は
借
地
人
で
す

就
農
支
援
課
か
ら

お
知
ら
せ

☎（
２
４
１
）５
６
１
６

農
政
課
か
らお

知
ら
せ

☎（
２
９
８
）４
８
３
３

農
業
委
員
会
事
務
局

か
ら
お
知
ら
せ

☎（
２
３
７
）５
８
９
２

第
50
回

甲
府
市
農
林
業
ま
つ
り
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「
水
路
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
て
道

路
や
周
辺
土
地
が
浸
水
し
て
い

る
」
と
い
っ
た
通
報
を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
突

然
の
大
雨
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
多
く
が
農
業
用
水
路
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

 

こ
れ
か
ら
、
稲
作
の
季
節
を

迎
え
ま
す
。
水
田
に
取
水
す
る

た
め
の
堰
板
や
水
路
に
設
置
し

て
い
る
水
門
の
適
切
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

 

ま
た
、
た
め
池
の
管
理
に
つ
い

て
も
、
出
水
期
を
前
に
再
度
点

検
を
し
て
い
た
だ
き
、
災
害
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
 

な
お
、
増
水
し
た
用
排
水
路

は
、
非
常
に
危
険
で
す
の
で
、

決
し
て
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

 

甲
府
市
農
政
課

　 

☎
（
２
９
８
）
４
８
３
６

　

 

本
市
で
は
、
自
然
災
害
の
ほ
か
、

　

 

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
生
産
に

特
化
し
た
新
品
種
の
植
物
で
す
。

高
い
収
穫
効
率
と
速
い
生
育
ス

ピ
ー
ド
が
特
徴
で
、
生
産
効
率

は
杉
や
桧
に
比
べ
39
倍
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
成
長
し
た
幹
や

枝
な
ど
の
木
質
部
分
は
、
乾
燥

さ
せ
る
こ
と
で
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

と
し
て
利
用
で
き
、
化
石
燃
料

の
代
替
品
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

 

南
北
に
長
く
、
盆
地
・
山
間

部
を
有
す
る
甲
府
市
の
地
理
的

特
徴
を
踏
ま
え
、
市
内
8
か
所 

の
遊
休
農
地
等
で
実
証
を
行

い
ま
し
た
。
8
か
月
間
の
実
証

期
間
で
は
、
最
も
生
育
の
良
好

だ
っ
た
場
所
で
5
ｍ
程
度
成
長
し
、

日
照
条
件
に
よ
っ
て
成
長
速
度

や
幹
の
太
さ
に
違
い
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

け
が
、
病
気
に
よ
る
作
業
不
能
、

価
格
の
低
下
な
ど
農
業
者
の
努

力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
要
因
で

収
入
が
減
少
し
た
場
合
に
支
援

を
行
う
た
め
、
収
入
保
険
に
加

入
し
て
い
る
農
家
に
対
し
、
保

険
料
及
び
事
務
費
の
10
分
の
１

を
補
助
し
ま
す
。

 

農
政
課

　 

☎
（
２
９
８
）
４
８
３
３

収
入
保
険
の
仕
組
み

『加
入
条
件
』

　

 

青
色
申
告
を
し
て
い
る
農
業
者

『お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
』

①�

基
準
収
入
の
８
割
以
上
の
収

入
が
確
保
さ
れ
る
。

②�

保
険
料
等
に
国
の
手
厚
い
補

助
が
あ
る
。

③�

大
き
な
損
害
発
生
時
に
は
、

無
利
子
の

「
つ
な
ぎ
融
資
」

が
受
け
ら
れ
る
。

 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
中
央
支
所

　 
☎
０
５
５
３
（２
２
）５
０
５
６

　

 

甲
府
市

「
地
域
計
画
」
を
本

年
３
月
に
策
定
し
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
開
し
ま
し
た
。

　

 

「
地
域
計
画
」
と
は
、
概
ね

10
年
後
の
地
域
農
業
の
あ
り
方

や
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明

確
に
し
た
計
画
で
す
。
地
域
農

業
の
担
い
手
に
農
業
を
集
約
し
、

農
作
業
の
効
率
化
や
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
を
目
指
す
た
め
、

農
地
の
利
用
状
況
を
見
え
る
化

し
た

「
目
標
地
図
」
と
合
わ
せ

て
策
定
し
ま
し
た
。
策
定
後
に

お
い
て
も
、
関
係
者
と
随
時
調

整
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て

見
直
し
を
行
い
、
更
新
い
た
し

ま
す
。

　

 

な
お
、
計
画
に
あ
る

「
地
域

内
の
農
業
を
担
う
も
の
一
覧
」

の
氏
名
が
記
載
さ
れ
た
も
の
は
、

市
農
政
課
又
は
農
業
委
員
会
事

務
局
の
窓
口

（
本
庁
舎
８
階
）

で
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

 

甲
府
市
農
政
課

　 

☎
（２
９
８
）
４
８
３
３

 

農
業
委
員
会
事
務
局

　 

☎
（２
３
７
）
５
８
９
２

　

 

ヤ
マ
ト
ダ
マ
の
成
長
に
は
1
日

を
通
し
て
日
照
時
間
が
確
保
で

き
る
場
所
が
適
し
て
お
り
、
日

照
時
間
等
が
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

で
あ
る
甲
府
市
は
、
ヤ
マ
ト
ダ
マ

の
生
育
に
お
い
て
適
地
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　

 

昨
年
度
の
実
証
を
踏
ま
え
、

今
年
度
は
収
穫
し
た
ヤ
マ
ト
ダ
マ

の
活
用
に
向
け
た
実
証
を
進
め

て
い
ま
す
。
甲
府
市
で
は
、
こ
う

し
た
取
組
を
通
じ
て

「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
」
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

 

甲
府
市
環
境
政
策
課

　 

☎
（
２
４
１
）
４
３
６
３

ヤマトダマの種

成長したヤマトダマ
甲府市

ホームページ

支払率（９割を上限として選択）

（注）５年以上の青色申告実績がある方の場合

基準収入

自己責任部分

積立方式で補てん

保険方式で
補てん

保険期間
の収入

１００％

９０％

８０％収
入
減
少 保険方式

（掛捨のみ）
プランも
あります

堰
板
や
水
門
の
適
正
管
理
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

甲
府
市
「
地
域
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た

収
入
保
険
の
保
険
料
等

へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

甲
府
市
が
ヤ
マ
ト
ダ
マ
実
証
事
業
を
行
い
ま
し
た

甲
府
市
が
ヤ
マ
ト
ダ
マ
実
証
事
業
を
行
い
ま
し
た

ヤ
マ
ト
ダ
マ
と
は

ヤ
マ
ト
ダ
マ
と
は

実
証
結
果

実
証
結
果

甲
府
市
の
取
組

甲
府
市
の
取
組

実
証
内
容

実
証
内
容
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今
年
の
夏
は
、
6
月
か
ら
熱

中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
頻
発
し
、

仕
事
と
体
調
管
理
の
両
立
に
苦

労
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
4
月
よ
り
農
地

の
貸
借
方
法
が
農
地
中
間
管
理

事
業
に
一
本
化
さ
れ
、
運
用
が

本
格
化
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
農
業
委
員
会
だ

よ
り
で
は
、
地
域
の
農
業
振
興

や
絆
づ
く
り
に
役
立
つ
情
報
を

お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。

編
集
委
員　

米
山

夫
佐
子

農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｘ

（旧

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
や
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ

ｇ
ｒａ
ｍ
に
お
い
て
、
本
市
農
業

に
関
す
る
情
報
等
を
発
信
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
込
ん
で
ア
カ
ウ
ン
ト
の

フ
ォ
ロ
ー
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

甲
府
市
右
左
口
町
の
七
覚

地
区
の
住
民
が
参
加
す
る

「
七

覚
た
け
の
こ
組
合
」
で
は
、
耕

作
放
棄
地
を
活
用
し
タ
ケ
ノ
コ

栽
培
を
行
い
、
地
区
内
の
売
店

で
販
売
し
ま
し
た
。
売
上
は
地

域
活
動
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
が
参
加
す
る
協
議
会

が
タ
ケ
ノ
コ
栽
培
を
視
察
し
た

こ
と
が
結
成
の
き
っ
か
け
と
な
り
、

現
在
14
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
売
店
を
試
験
的
に
オ
ー

プ
ン
し
成
功
を
収
め
、
今
年
も

販
売
を
行
い
ま
し
た
。
来
年
も

販
売
を
予
定
し
て
お
り
、
祭
り

や
加
工
品
販
売
も
検
討
し
て

い
ま
す
。
組
合
は
地
域
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
売
店
を
展
開
し
、

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

農
業
者
の
経
営
や
暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
の
提
供
を
し
て
い
ま

す
。
月
４
回
、
毎
週
金
曜
日
発

行
、
購
読
料
月
額
７
０
０
円
。

山
梨
県
農
業
会
議

☎
（
２
２
８
）
６
８
１
１

令和７年３月に、 株式会社 ＩｎｏＦａ（善光寺）がプロ

ファーマーとして認定されました。

株式会社ＩｎｏＦａは、 甲運地区で、 ブドウやイチゴなど

高品質な農作物を大規模に栽培し、 市場において高く

評価されています。 また、 遊休農地の活用や研修生の

受け入れ、 後継者の育成等に取り組み、 地域農業の発

展に貢献しています。

株式会社InoFaが
プロファーマーとして認定されました

株式会社ＩｎｏＦａのメンバー
左から、依田強さん・井上実さん・依田りつこさん

農
業
セ
ン
タ
ー
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ

地
域
の
か
わ
ら
ば
ん

事業・イベント情報のほか、事業・イベント情報のほか、
営農に役立つ気象や病害虫に関する情報も発信しています！営農に役立つ気象や病害虫に関する情報も発信しています！ Instagram

X（旧Twitter）

編

集

後

記

全
国
農
業
新
聞
の

全
国
農
業
新
聞
の

購
読
者
を

購
読
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

募
集
し
て
い
ま
す
！

「甲府市農業振興計画」 の基本方針に掲げる 「『稼ぐ

農業』 の育成と拡大」 のため、 本市農業を牽引する農

業者をプロファーマーとして認定し、 施策を集中させること

で、 本市農業全体の引き上げを図ります。

プロファーマー認定制度


